
～全量ｅｃｏらいす認定を目標に計画的に防除を進めましょう！～
【目　　的】
　令和５年産米は、近年稀にみる異常な高温により品質・収量共に大きな影響を受けまし
た。基本に立ち返り高温に対応できる土づくりと水管理等基本技術を励行しましょう。
　また、当ＪＡではこれまで取り組んできた「求められる米・産地づくり」を基本に病害
虫の予防対策を積極的に実施し、気候変動に対応した管理の実践により品質・収量・食味
の向上を目標としています。
　この取り組みの継続により、環境にやさしく、安全・安心な「ふるさとｅｃｏらいす」
の生産を推進し、消費地や米卸の信頼を得られるＪＡ秋田ふるさと米ブランドを一層強化
することを目的とします。
【要　　件】
〔生産要件〕
　⑴　品　　　　　種：あきたこまち、ひとめぼれ、ゆめおばこ、めんこいな
　　　　　　　　　　　等級…１等及び２等（３等・規格外は対象外）
　⑵　種　子　更　新：１００％
　⑶　使用農薬成分数：１０成分以内
　⑷　玄　米　水　分：１５．０％以内
　⑸　調　　　　　製：ふるい網目は１．９ミリを適正に使用したもの
　⑹　圃場での表示：�ふるさとｅｃｏらいすの取り組みがほぼ１００％になったことから、

ｅｃｏらいす取り組み表示札の設置を廃止します。
　　　　　　　　　　　※特別栽培米は継続して配置していただきます。
〔防除要件〕
　⑴�　種子、育苗、本田を通じ防除に使用した農薬の成分回数が１０成分以内で生産
された米とする。（同薬剤の２回使用は、２回カウントとなる。）

　⑵　初期除草剤及び畦畔除草剤の取り扱い
　　①初期除草剤は、田植え前に使用してはならない。
　　　（使用した場合→「ふるさとｅｃｏらいす」対象外となる。ただし、田植え同時処理は可。）
　　②�　田植え作業前および収穫後の畦畔除草剤の使用は、農薬使用成分数のカウントを

しない。
　　　＊�特別栽培米の畦畔除草剤の取扱いは、ラウンドアップマックスロード１回のみ使

用できます。ほ場周辺の雑草対策（イネ科雑草に穂を付けさせない）として収穫
後、降雪前までの散布を推奨いたします。

　　③　田植えから収穫前の畦畔除草剤の使用は、農薬使用成分数をカウントする。

令和６年産米「ふるさとｅｃｏらいす」取り組み要領

「ふるさとecoらいす」全量生産・出荷しましょう!!

〔提出要件〕
⑴　「防除計画書」
　　�（４月下旬頃配布・米契約時提出）
の提出

⑵　�「防除・栽培管理日誌兼証明書」
に変えさせていただきます。（７
月上旬配布・最終防除終了後から
８月下旬までの提出）

※畦畔除草剤の散布場所に対する農薬成分カウントの取り扱いについて
　農水省ガイドライン等に具体的には記載されていませんが、下記の通りといたしますの
で周知くださいますようお願いいたします。
　１、隣接する水田にある畦畔（中畔）は農薬散布カウントに入る。
　２、水口・水尻の畦畔については下記の通りとする。

水田

法面

排水路

用水路

畦畔 畦畔

排水路法面に除草剤散布する際は畦畔上面に薬剤が飛散
しないよう散布カバーを使用する等注意してください。

カウントする カウントする
カウントしない

「ふるさとecoらいす」情報
ふるさと稲作ほっとＬＩＮＥ　ＱＲコード友だち登録お願いします！

令和６年産米



高温対策　米づくり⑩のポイント「根活」
－反収・品質・食味　スリーアップ運動－

ＪＡ秋田ふるさと版　ふるさとｅｃｏらいす・特別栽培米


